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１．調査目的 

微生物製剤の水質浄化に対する効果について、水槽を用いた試験を行い、定量

的に評価することを目的とする。 

 

２．調査内容 

 

２－１ 試験設備 

水槽を河北潟にみたて、滞留日数を考慮し、屋外にて模擬実験を行った。 

ガラス製の 54 リットルの水槽に、注水用に加工した 10 リットルのポリ容器、

水抜き用のサイフォン式ポンプ、撹拌用プロペラ、雨水防止策としてアクリル板

で蓋を取り付け設置した。（図１，２参照） 

水槽は、Ａ～Ｅ槽（５種類の微生物製剤槽）、凝集剤槽、対照槽の７槽設置し

た。（表１） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 実験水槽模式図 
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21日目までは製剤を添加

各水槽に流入水をポリ容
器で4.5リットル注水

各水槽（54リットル）か
ら4.5リットル水を抜く

河北潟で採水

表１  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図３ 実験手順フロー 

                         

２－２ 実験方法 

（１）実験方法 

実験には河北潟の水を用い、以下に示す手順で実験を行った。（図３参照） 

Ⅰ．実験開始初日 

河北潟より採水を行い、屋外に設置した水槽に 54 リットル水を入れ、撹拌装

置を稼働させた。ただし、Ａ槽には、付帯設備としてばっ気装置を設置した。 

前節で説明したＡ～Ｅ槽に各業者の微生物製剤を添加した。また、比較用とし

て凝集剤槽にＰＡＣ（ポリ塩化アルミニウム）を添加する槽と何も添加しない対

照槽を準備した。 

Ⅱ．実験開始翌日～実験終了日 

河北潟より採水を行い、河北潟の滞留日数が約 12 日であることから、全量（54

リットル）の 12 分の１に相当する 4.5 リットルを入れ替えた。 

 微生物製剤の添加については 21 日目まで各業者の提案どおり投入を行い、ま

た、凝集剤槽については、予備実験を行った上で添加した。なお、22 日目～実験

終了までの 12 日間は、微生物製剤及び凝集剤の添加を停止し、水質の変化を参

考までに調査した。 

 

（２）水質分析 

 検体を水槽の中層から採取して、水質分析を行った。 

 また、参考として流入水の水質を７日後、14 日後、21 日後に分析した。 

 分析は、ＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐ、透視度、ｐＨ、ＥＣ、ＤＯ、ＢＯＤ、溶解

性ＣＯＤ、ＳＳ、の計 10 項目について実施した。 

  

３．調査結果 

水質分析結果を一覧表として表２～３、図４～５に示す。 

Ａ槽 Ａ社製剤 

Ｂ槽 Ｂ社製剤 

Ｃ槽 Ｃ社製剤 

Ｄ槽 Ｄ社製剤 

Ｅ槽 Ｅ社製剤 

凝集剤槽 ＰＡＣ（ポリ塩化アルミニウム） 

対照槽 投入無し 
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４．評価 

 水濁汚濁の主な指標であるＣＯＤ、Ｔ－Ｎ、Ｔ－Ｐについて、微生物製剤槽及

び凝集剤槽の実測値を対照槽と比較し、相対的な値を算出することで評価を行っ

た。 

 また、22 日目以降は製剤の投入を行っていないため、21 日目の結果でもって

評価を行った。 

 

 

（１）ＣＯＤ（化学的酸素要求量） 

微生物製剤を投入した５槽におけるＣＯＤは、４槽が 9.1～13mg/L で、１槽が

110 mg/L であり、対照槽は 9.9 mg/L であった。対照槽との相対値をみると、0.92

～11.1 であり、顕著な水質改善はみられなかった。 

凝集剤槽については、実測値で 3.6mg/L、相対値で 0.36 であった。 

 

（２）Ｔ―Ｎ（全窒素） 

微生物製剤を投入した５槽におけるＴ－Ｎは、0.61～0.98mg/L で、１槽が

3.3mg/L であり、対照槽は 0.67mg/L であった。対照槽との相対値をみると、0.91

～4.9 であり、顕著な水質改善はみられなかった。 

凝集剤槽については、実測値で 0.66mg/L、相対値で 0.99 であった。 

 

（３）Ｔ－Ｐ（全リン） 

微生物製剤を投入した５槽におけるＴ－Ｐは、0.067～0.31mg/L の範囲にあり、

対照槽は 0.071mg/L であった。対照槽との相対値をみると、0.94～4.4 であり、

顕著な水質改善はみられなかった。 

凝集剤槽については、実測値で 0.024mg/L、相対値で 0.34 であった。 
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10月26日 10月27日 10月28日 11月2日 11月14日 11月16日

ＣＯＤ (mg/L) 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 13      12      12      12      8.1    9.9    

Ａ 13      12      11      12      13      12      

Ｂ 13      12      11      11      8.5    9.1    

Ｃ 13      75      75      100      100      110      

Ｄ 13      12      9.5    10      8.9    10      

Ｅ 13      13      11      15      13      13      

凝集剤槽 13      7.4    6.0    9.3    2.2    3.6    

Ｔ－Ｎ (mg/L) 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 2.6    1.9    1.6    0.97   0.70   0.67   

Ａ 2.6    1.9    1.7    1.2    0.94   0.98   

Ｂ 2.6    1.7    1.7    1.1    0.77   0.61   

Ｃ 2.6    3.7    3.1    3.2    2.9    3.3    

Ｄ 2.6    1.9    1.6    1.2    0.80   0.74   

Ｅ 2.6    2.2    1.8    0.99   0.81   0.64   

凝集剤槽 2.6    1.6    1.2    1.2    0.53   0.66   

Ｔ－Ｐ (mg/L) 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 0.22   0.17   0.15   0.10   0.072 0.071 

Ａ 0.22   0.17   0.16   0.090 0.098 0.083 

Ｂ 0.22   0.17   0.15   0.095 0.089 0.067 

Ｃ 0.22   0.27   0.25   0.21   0.12   0.13   

Ｄ 0.22   0.17   0.14   0.088 0.070 0.095 

Ｅ 0.22   0.29   0.22   0.44   0.40   0.31   

凝集剤槽 0.22   0.11   0.065 0.090 0.007 0.024 

透視度 (ｃｍ) 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 17   22   23   21   > 30   > 30   

Ａ 17   23   23   27   28   > 30   

Ｂ 17   22   23   27   > 30   > 30   

Ｃ 17   18   17   15   > 30   > 30   

Ｄ 17   23   > 30   28   > 30   > 30   

Ｅ 17   20   24   19   > 30   > 30   

凝集剤槽 17   > 30   > 30   24   > 30   > 30   

表２ 水質分析結果（実測値） 
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図４ 水質分析結果 
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10月26日 10月27日 10月28日 11月2日 11月14日 11月16日

ＣＯＤ 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

Ａ 1.00 1.06 0.97 1.02 1.57 1.25

Ｂ 1.00 0.98 0.90 0.91 1.05 0.92

Ｃ 1.00 6.43 6.43 8.57 12.3 11.1

Ｄ 1.00 1.02 0.81 0.88 1.10 1.02

Ｅ 1.00 1.11 0.96 1.30 1.60 1.29

凝集剤槽 1.00 0.63 0.51 0.79 0.27 0.36

Ｔ－Ｎ 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

Ａ 1.00 1.04 1.12 1.26 1.34 1.46

Ｂ 1.00 0.91 1.09 1.10 1.10 0.91

Ｃ 1.00 1.96 1.96 3.26 4.09 4.88

Ｄ 1.00 0.99 1.04 1.23 1.14 1.10

Ｅ 1.00 1.16 1.13 1.02 1.16 0.96

凝集剤槽 1.00 0.86 0.77 1.26 0.76 0.99

Ｔ－Ｐ 開始前 １日後 ２日後 ７日後 14日後 21日後

対照槽 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

Ａ 1.00 1.00 1.07 0.90 1.36 1.17

Ｂ 1.00 1.00 1.00 0.95 1.24 0.94

Ｃ 1.00 1.59 1.67 2.10 1.67 1.83

Ｄ 1.00 1.00 0.93 0.88 0.97 1.34

Ｅ 1.00 1.71 1.47 4.40 5.56 4.37

凝集剤槽 1.00 0.65 0.43 0.90 0.10 0.34

表３ 水質分析結果（相対値） 
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図５ 水質分析結果（相対値） 


